
   

  

 

 

 

 

転 移 
                                                    校長 大井 欣一 

  

５月の連休が明けてから３、４年生の遠足、５年生の 

鋸南自然教室と子供たちが楽しみにしていた行事を実施する 

ことができました。この三年間は遠足・社会科見学に行け 

ない学年もありましたし、自然教室も２泊３日の行程では 

なかったので、予定通り実施できることに喜びを感じてい 

ます。 

 

宿泊や遠足といった校外活動では、日常の学校生活とは違った体験をし、 

多くのことを学ぶことができます。ですから、終わりの挨拶で「遠足、自 

然教室で体験したこと、学んだことをこれからの学校生活に‥」と話して 

います。これは、転移を期待しているからです。 

学校では、大人になってからの日常生活においてほとんど使うことのな 

い内容を学ぶことがあります。例えば「分数の割り算」です。日常の生活 

の中で 1/3÷1/4の計算を使うことはほとんどありません。だからといって 

「分数の割り算」が必要のない学びなのかというと、そうではありません。

「分数の割り算」という学びを通して、子供たちは、感じる心、筋道を 

立てて考える力、友達と力を合わせて考え・解決していくことの大切さ 

等々を体験し、学んでいきます。そして、このようにして身に付けた感 

覚や論理性、連帯感が他へとどんどん転移していくからです。一つの点 

が、転移して線になり、さらに転移して面になり、立体となっていく…。 

教育とは、そういう営みの繰り返しなのではないかと思っています。 

 遠足や宿泊行事の体験で、子供たちはどんな力を身に付けてくれたで 

しょうか。自分の思いを表現する力でしょうか、ルールやマナーを守っ 

て生活する力でしょうか。それとも、仲間と協力する力でしょうか。体 

験的活動で身に付けた力が、学習の場へ、日常の生活の場へ、生きる力 

へ転移することを願っています。 

 今月は、学校公開週間があります。様々な制限がありますが３年ぶり 

公開となります。ご多用とは存じますが、ご来校いただき、子供たちの 

学習に取り組む姿をご覧くださいますようお願いいたします。 

  

体育着等の着替えについて 

本校は、体育着等の着替えの際に、全学年男女入れ替えをして自分の机を使用して着替えています。今後、新型コロ

ナウイルス感染症の感染状況によっては、教室を仕切りカーテンで区切っての着替えに変更していく場合もあります。 

 

４年 アンデルセン公園 

３年 東武動物公園 

５年 鋸南自然教室 



 


